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当園では、令和２年度の幼稚園学校評価として、教職員自己評価及び、学校関係者評価を実施い

たしました。教職員自己評価においては、教職員一人ひとりが、自らの教育活動や、園運営の状

況を振り返ることにより、自身や園全体を見つめ直し、さらに向上するための非常によい機会と

なりました。 

今年度の学校評価結果を活かし、今後の更なる教育活動の充実、教職員の資質向上に努めていき

たいと考えております。 

 

Ⅰ．教育目標 
教育目標 

清く・・・かがやく瞳 

正しく・・・ゆたかな心     かがやく瞳にであいたい。ゆたかなこころを、そだてたい 

たくましく・・・のびゆく身体 

教育方針 

「自立心・自主性の育成」 

・ 考える子 

・ あそびの中で楽しく最後までやりぬく子 

教育の特徴 

1． 健康な心身をつくる。（体育遊び、乾布摩擦を通して） 

2． 人とかかわる力を養う。（異年齢交流、地域交流を通して） 

3．自然や社会の身近な環境に親しむ。（栽培体験、飼育活動、行事などを通して） 

4．豊かな感性、創造力、表現力を育てる。（数と言葉の遊び、音楽リズム、造形活動を通して） 

5．「6つの心」が自然に身に付くように育てる。（社会、言葉を通して） 

 ・「おはようございます」という        明るい心 

 ・「はい」という               素直な心 

 ・「ごめんなさい」という           反省の心 

 ・「わたしがします」という          積極的な心 

 ・「どうぞ」という              謙虚な心 

 ・「ありがとうございます」という       感謝の心 

Ⅱ．今年度の重点目標 
 

自己点検、自己評価を実施することにより、教師自らが客観的に自園を理解する目を養い、施設や

教育内容の改善に主体的に取り組んで行くための姿勢を身に付けることを重点目標とする。また、

自園の自然豊かな環境と少人数での教育保育環境の長所を認識し、環境を充分に活かした教育を行

うことを重点目標とする。今年度も引き続き、異年齢保育の関わりを通し、同年齢保育の取り組み

を深める中で、カリキュラムマネジメントの適切な実施に取り組み、園内研修を深め、職員の教育

への振り返りの着眼点がどのように変化し、向上していくかを検討しながら、職員の指導力向上に

努める。また、新型コロナウイルス感染予防を意識し、工夫した環境づくり、保育内容に努める。 

 

 



Ⅲ．評価項目と取り組み状況 

評価項目 具体的確認項目 
評

価 
取り組み状況 

1 教育方針・目標 

園の教育方針や目標、園長の思い等を

共有することができているか。また、

その為のどのような取り組みがなさ

れているか。 

Ａ 

教育方針や目標については、定期的な会議で職員

間で話し合いや振り返りを行い、共通理解を深め

ている。教育方針を中心に、目の前の子どもの育

ちや課題に応じて、柔軟に保育内容を計画するよ

う取り組んでいる。また、毎日の朝礼・終礼・幼

児会議・乳児会議・園内研修を行い、保育、行事

などの内容についても方針・目標に沿い、行事の

ねらいや目的を再確認すると共に、変化する社会

や保護者のニーズ、も加味したものになるよう取

り組んでいる。 
 

2 
指導計画の作成

と評価 

カリキュラムの評価・反省を行い、

日々の保育と計画に活かされるよう

取り組めているか。 

Ｂ 

日々の保育の振り返りは、保育日誌、週案に記録

し、週の保育の状況や子どもの姿を振り返り、次

週の週案にも訂正を加えながら、常に子どもの育

ちに沿ったものを意識している。また、幼児会議、

乳児会議などで月末に反省点をまとめ、翌月の保

育と計画の話し会いを行っている。職員会議にお

いて、日常の保育内容や自由保育での子どもの見

取りの重要点や、子どもへの配慮点について話し

合い、課題を持ち、次の保育計画にいかしている。 

コロナ禍にあり活動も思うように進められないこ

ともあった が、各々が指導計画を見直しながら、

新しいやり方、工夫ある保育へとつながっていっ

たことは良かったと思えました。  
 

3 指導と関わり 

乳・幼児がそれぞれの興味や関心、能

力に応じて全身を使って活動するこ

とができる環境を整えているか。 

Ａ 

子どもが主体的に生き生きと過ごし、遊びや経験

を積み重ねていく保育を展開するためのプロセス

として、導入、興味づけの大切さを重視している。

子どもの自由遊びの中からの興味や関心をもとに

カリキュラムを作成し、音楽や造形、体育遊び等、

創造的な活動や身体全体を使って行う活動を心が

けている。中でも、園環境を生かした山登りや身

近な自然に触れる中で、子どもの興味・関心の気

持ちに寄り添い、経験、体験を通して遊びの充実

に努めている。 

 

4 教育環境の構成 

異年齢の幼児が自然に交流できるよ

うな環境構成ができているか。また、

その為にどのような取り組みを行っ

ているか。 

Ａ 

登園後すぐに遊べる園内環境を整えるなど、教師

間が連携をとり、さまざまな保育室を行き来し、

関わり刺激し合える環境をつくっている。どの年

齢の子どもも、自分のクラスや学年にとどまらず、

自由に部屋を行き来し、関わり遊ぶ姿が日常見ら

れる。そこには、教師間の連携が必要であり、常

に情報交換を行っている。 

異年齢交流保育(ウキウキデー)の実践を通し、子

ども達が主体的に遊びを進めている姿が見られ

る。環境づくりにおいては、教師が子ども達の遊

びの様子を観察し、どう環境を変え発展させてい

くかのポイントを職員間で話し合い、次の環境設

定を行っている。その中で、特に子どもの自発的

な動きや思いの提案を拾い上げ、環境に生かすよ

うに意識している。 

また、乳幼児期に必要な１０の姿を意識し、年長

児教師は、小学校との会議等で共有することで、

円滑な接続に取り組んでいる。 

 



5 
研修・研究への取

り組み 

研修・研究への取り組みが十分に行わ

れているか。 
Ａ 

園内研修では、経験豊富な教師が様々な研修をし

たり公開保育を実施したりする中で、職員間で教

材研究を行い、研究意識を高めていけるように取

り組んでいる。日常の教師と子どもとの関わりの

姿や、子どもの遊びについて、フリートークしな

がら、意見交換をした。様々な教師の意見や着眼

点にふれることで刺激になり、視野も広がり、保

育への取組の意識にも変化が見られつつある。 

特に、保育目標の設定を重視し、その保育を通し、

子どもの育てたい面、私たちの願い等は、しっか

り持ち、ぶれないようにしてる。 

乳児会議、幼児会議を行い、具体的な情報を共有

し、それぞれの保育力向上に取り組んでいる。 

 

6 
安全管理体制の

整備 

安全管理の為の体制は十分に整って

いるか。また、具体的にどのような取

り組みを行っているか。 

Ａ 

園内の安全点検を定期的に行い、修理等の対応も

早急に実施している。避難訓練を分野ごとに毎月

実施し、緊急時に備えている。災害時に必要な備

蓄も定期的に確認し揃えている。また、不審者の

侵入の供え、園内研修で不審者対策の実践を行っ

た。来園者への園内立入証着用を徹底した。地域

の緊急情報があれば、保護者へ周知徹底している。 

アレルギー対策として、アレルギー児の再確認を

行い、給食の配膳時チェックを重視し職員全員の

意識確認を強化した。 

 

7 
衛生管理体制の

整備 

衛生管理の為の体制は十分に整って

いるか。また、具体的にどのような取

り組みを行っているか。 

Ａ 

登降園時の視診や、園児の様子に応じて、検温を

行い、園児のその日の体調を把握し体調の変化に

即時対応できるようにしている。日頃の手洗い、

うがいの習慣が身に着くよう心掛けている。 

各保育室だけでなく、園内に消毒液を配置し、外

部からの来園者にも積極的に使用してもらってい

る。また、日頃の感染症の流行や対策等について

も保護者への発信も徹底した。保育室内や、特に

乳児の玩具、トイレの消毒等も日々徹底している。

嘔吐などの処理のマニュアルの確認と徹底を行い

職員間の意識を高めた。 

コロナ感染予防対策としてマスク着用、消毒、保

育や食事時の机配置など意識し心がけている。 

また、県、市、地域の学校などの情報収集に努め

その都度体制がとれるようにしている。 

 

8 
地域の人々、自然

との関わり 

地域の人々や自然との関わりを積極

的に持つことができているか。 
Ｂ          

園での様々な植物や野菜栽培の体験を通し、生長

を観察したり収穫したりしている。「こどもバザ

ー」を開催し、収穫した野菜を保護者に購入して

もらいながら、こどもが自ら販売するために、野

菜の特徴を調べて買い手に伝え、お金の大切さも

知る機会にしている。 

また、園内に生息する小動物を飼育、観察するな

ど、身近な自然との関わりを通して、いたわりや

生命の大切さも感じる心を育むようにした。 

地域の老人施設への慰問や地域行事への参加など

計画はしていたがコロナ感染予防の為中止になっ

た。 

 

 

【評価の基準】 

A：十分に達成されている  B ：達成されている  C：取組はされているが十分でない  Ｄ：取組が不十分である 

 



 

 

 

 

Ⅳ．今後取組むべき課題 

1 
指導計画の作成と

評価 

新型コロナウイルス感染が大きな影響となりつつある状況化の中、園行事や保育の在り方を

職員間で話し合う機会が増えた。 

工夫しながらに縦のつながりを意識し、それぞれの反省・課題を職員間でさらに共有しなが

ら、指導計画に反映していけるように取り組んでいきたい。「10 の姿」も理解し、日々の保

育を評価する軸としていく。 

近年の、子どもの様々な育ちの状況や、個々のおかれている家庭環境等も加味して、指導の

観点を職員間でしっかりと共通理解していく必要があると考える。また、互いの保育を見せ

合い、検討するなかで、子どもの育ちの実態と、育てたい子ども像を職員間で共有し、その

ために柔軟に指導計画を変更していけるよう取り組んでいきたい。 

 

2 
研修・研究への 

取り組み 

子どもの興味や関心に添った環境設定に取り組んでいるが、個々の能力に応じた柔軟な指導

や関わりについて、さらに職員間で深めていきたい。そのためにも、リモート研修に積極的

に参加し、講師の実践敵な研修を計画し、個々の学びにつなげ、日々の保育に活かせられる

ようにしていく。 

また、特別な支援を必要とする園児の個別の指導計画、研修を充実させ、園全体で、適切な

支援に取り組んでいきたい。 

 

3 
安全管理体制の整

備 

災害の際の避難経路の再確認と、備蓄関係の整備も更に行いたい。また、災害時の対応につ

いて再度、保護者への啓発を行い、災害時に活かせる連携体制に努めたい。大地震などに備

えた緊急対策について地域と連携し、具体的な避難経路などを示し、各家庭の状況を考慮し

ながら、引き渡し訓練も計画し、実施していきたい。小さなヒヤリも見逃さず、ヒヤリハッ

トを生かし重大な事故を防止するためにも、安全に関する情報は、早く、広く共有できるよ

うにする。 

 

4 
保護者に対する情

報発信 

保護者に対しての情報発信は、各手紙・園だよりやクラスだより、ホームページにより発信

している。今年度は、保育参観などが行われず子どもたちの成長の様子を見てもらえる機会

が少なかったため、日頃のクラスでの様子などを動画配信で伝え、園の保育のねらいや思い

を保護者へ伝えることで、子どもの育っていく過程の大切さを感じてもらえるようにした。

保護者は、子どもの成長を比較的目に見えたものとして結果だけにとらわれがちであるので、

保育の過程で見られる子どもの心の動きや変化、乳幼児の年齢に即した発達段階という視点

からの子ども理解を保護者と共有していけるような内容の手紙も作成していきたい。また、

家庭での子育てにも活かしていけるように、発信していきたい。 

 

 

Ⅴ．学校関係者の評価 
 

上記の通り、適正に実行されていると判断できる。青山よさみ幼稚園の先生方の、職員間の連携、個々の育ちに沿った、

一人一人への丁寧な関わりを、今後も継続してほしい。また、コロナ禍でできなかったと捉えるか、できないことを何で 
補ったかと考えるか、そこにも職員の資質向上につながるものがあると捉え、次年度につなげていただきたい。この学校

評価での反省を活かして、来年度さらに向上されることを期待します。 

 


